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よりよい家庭生活を目指して

自ら考え実践する児童の育成
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よりよい家庭生活を目指 して

自ら考え実践する児童の育成

「食 物 」 領 域 の 指 導 を 通 し て

1研 究主 題設 定 の理 由

1.今,児 童は

近年,経 済 はめざま しい発展をとげ,国 際化 ・情報化 ・高齢化などますます社会の変化は

著 しく,ま た,価 値観の多様化 も進んでいる。

こうした社会で生活 している児童 は,マ スメディアを通 して沢山の情報を入手で きるため

情報に鋭敏であ り,豊 富な知識を持 ち合わせていることが多い。一方では,毎 日のスケ ジュ

ールであわただ しく時間に追われる生活を余儀な くされている児童 を目にす ることも多い。

そのため,無 気力 ・無関心 といった面が多 く見受けられ,授 業などで児童が意欲的に行動す

ることが少な くなっている。

また,家 庭生活において は,家 事労働が簡素化 され,児 童が家庭 の中で役割 りを もって活

躍す る機会は減少 している。 自ら体験す ることが少な くな った児童にとって,主 体的に考え

実践す ることは難 しくなっているように思われる。 こうした現状を踏 まえ,児 童一人一人が

自ら意欲をもって考え実践す ることが大切であると考えた。

2.今,な ぜ 「食物」領域 なのか

飽食 ・グルメ時代といわれ る今,食 生活環境は日ごとに変化 している。

「食物」領域 については,興 味 ・関心 を もっ児童が多い。 しか し,食 生活の基礎 となるべ き

栄養にかかわることや食品の選 び方 にっいての学習などは,興 味を示さない傾向がある。

また,児 童 は,知 識と して分か っていて も,基 本的な食事 に対する理解が深ま らないため

に,レ トル ト食品や健康食品などの新 しい食品に頼 りやす く,学 習 した内容を生活の中で生

か しきれない現状 もある。

そこで,「 健康で豊かな食生活」の重要性 にっいて,児 童が意欲的に捉え,実 践的 ・体験

的活動を通 して学習 したことが,児 童の生活において生 きて働 く力になることが必要である

と考えた。

また,家 庭での実践を通 して,児 童一人一人が今までの生活のあり方を考え直す ことがで

き,そ の結果 と して,児 童が 自らの食生活をより豊かで潤いのあるものに変えてい くことを

願い本主題を設定 した。
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ll研 究 の基 本 的な 考 え方

1.研 究の基本的な考え方

児童が 自ら考え実践す るためには,児 童一人一人が学習意欲を もって,課 題 に取 り組む こ

とが重要である。つまり,児 童の内発的な意欲を喚起 し,実 践的 ・体験的活動を通 して基礎

・基本の定着を図 り,学 習 したことが児童の生活 に生 きて働 く力 となるよ うにする。その際,

児童 自身の喜びや思 いに共感することで児童が 自信を もち,更 に実践す る力 も高めることが

で きる。すなわち,教 師の個を大切 に した児童理解や適切な評価が必要であ る。

2.研 究主題に迫 る構想 と手立て

ω 構想

考 実 践 す 児 童

靭 断 力
憩考力 意

児 埋蛎 表勘 新
初 蛎 欲

判 断 力L

4G
コ

(2}手 立て

児童の学習に対する意欲を喚起するために,次 のような視点から改善を図った。

① 指導計画や教材 ・教具の工夫

○題材の配列 ・精選

○教材 ・教具の開発及び効果的な使用法

○児童が意欲的に授業に取り組むたあの学習指導案の工夫

② 実践の場の設定の工夫

○学校での実践的 ・体験的活動の充実

○家庭との密にした連携

③ 評価の工夫

○児童一人一人を大切にする評価の方法
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lll研 究 内 容

1.実 態調査

(1)調 査目的 児童の食生活に関す る知識 ・態度,食 事の実態などを調査 し,「 よりよい

家庭生活を目指 して 自ら考え実践す る児童の育成」の指導のための基礎資料

とす る。

{2)調 査対象 研究員所属11校 の第5学 年 ・第6学 年1733名 の児童

{3)調 査時期 平成4年6月 上旬

(4}調 査結果 と考察

ア.食 事の手伝いをしていますか。

(男 子)(女 子)
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男女に関係な く過半数の児童は,「 ときどきす る」を含めると食事の手伝いに参加 している

が,「 いつ もする」児童 は女子 に多い。 しか し,そ の内容をみ ると比較的簡単な食事の配膳な

どは多いが,時 間の多 くかかるものは参加が少ない。 この ことか ら,家 庭の一員 と して仕事 に

協力で きるような実践力を身に付けることが大切であ る。
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イ.食 べ物の好 き嫌いがあ りますか。

{%)

ウ.嫌 い な食 べ 物 は何 で す か 。

6年 生(689名}5年 生(631名)

2010001020(%)
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好 き嫌 いの食品の傾向には、地域差はほとん ど見 られない。嫌いな食べ物のほとんどが緑黄

色野菜や香 りの強い もの,感 触 に特徴のあるものをあげている。嫌 いな食べ物 を少な くす る手

立ての一っと して,体 と栄養のかかわ りの学習,そ れ らの食品を取 り入れた調理実習などで,

食べ ることの大切 さを考え させる必要がある。

エ.嫌 いな食べ物が料理 に入 っていた時 どうしますか。

嫌 いな食べ物が料理に入
5年生

って いて も,7・8割 の児

6年生 童が食べようとしている。

また,嫌 いな食べ物があ っ

オ.好 き嫌 いにっいて家の人は,ど のように して いますか。て も9割 近 くの家庭が何 ら

かの形で料理に入れている
5年 生

ので,食 事を作 って くれる

6年生'人 への感謝の気持ちを育て

なが ら,い ろいろな食品を

とることの大切 さを考え,バ ランスのよい食事の必要性を指導す る必要がある。

嫌 いな食べ物を残 したときに,8割 弱の家庭 においては,「 食べなさい。」 という注意,偏

食 と体の関係 ・料理の工夫などが話 されている。 しか し,2割 の家庭では,何 も言わずにその

ままに している。 また少数ではあるが、 「もう食べ させない。」 とか 「食べるまで同 じものを

出すよ。」 というようなかえって食べた くな くなるような言葉 も見受 けられた。 これ らの こと

から,楽 しく食事をす るためには,家 族の温かい励 ま しの言葉が有効であると考え られる。

＼ 一_

多多多%38睡
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カ.家 族のために料理を作 った ことがあ りますか。

キ.ど んな料理を作 りま したか。(複 数回答)
6年

{%)4030201000

卵 料 理

サ ラ ダ

カ レ ー

ラ ー メ ン

野菜いため

1D

5年

20 30 40(%)

ク.料 理を作った時のあなたの気持ちはどうでしたか。(複 数回答)

1020304Q5060(%}

また作ってみたい

ほめられてうれしい

もっと工夫しさらに

よいものを

大変、もういや

大部分の児童が家族のために,料 理を作 った経験がある。作 った ものの多 い順 は,5・6年

生 ともに授業の中で,実 習 した ものか,そ の応用料理で あることがわかる。

料理を作 った時,「 また作 ってみたい」 「もっと工夫 してさらによい ものを」と次の料理へ

の意欲を見せている背景 には,家 の人が 「おいしい」と言 ったり,ほ めた りするなどの言葉か

けが大 きな力 とな ってい る。

6～7割 の児童は,自 主的に料理を している。家の人が忙 しか った り,留 守や病気の時に作

っている児童 も5割 を占めている。 また,少 数だが誕生 日,母 の 日,父 の 日,ク リスマスなど

の行事をあげている児童 もいる。 この ことか ら,児 童が料理を作 りたい時に作 る場を与えた り

家族 とのふれあいの場を もった りすることが意欲へとっながると考え られ る。
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男子の3割 の児童は,家 族のために料理を作 ったことがないと答えている。5年 生 は,や っ

たことのない児童の半数以上が 自信が ないことを理 由にあげている。 また6年 生 は,半 数が面

倒だと しているが実習 も数を重ねて きているので自信がないと答える児童は,減 って きている。

この ことか ら,学 習経験の大切 さがわか る。

ケ.よ く使 う加工品は何ですか。(6年 生のみ調査,複 数回答)

102030(%)魚 や肉の加工品について は,よ

ハ ム

シーチキン

ソーセージ

ベ ー コ ン

ウインナー

か ま ぼ こ

コ.加 工 品 を買 う時 に注 意 して い る ことは何で すか。

0102030(%)

製 造 月 日

賞 味 期 間

品 質 表示

合成着色料

添 加 物

く知 っているもので も30%程 度

の知識であった。

家庭で,よ く使われているハム

で も,25%と 少な く,中 には少

数だが全然使わないとい う家庭 も

み られた。

(6年 生のみ調査,複 数回答)

加工品の購入にあた って は,5

年生のおやっの学習での経験で,

製造月 日 ・賞味期間にっいて は約

2～3割 の児童が注意 しているが,

その他の知識は断片的なので,品

質表示などの指導に配慮す る必要

があ る。

以上の実態調査か ら指導上配慮する点 として次のことをあげることがで きる。

● 好 き嫌いのある児童が多か ったので,健 康な食生活を送 るために体 と栄養のかかわ りの学

習や調理実習などで,い ろいろな食品をとることの大切さを理解 してい くよ うに指導方法を

工夫す る。

● 児童が意欲的に取 り組むために,授 業の中でいろいろな学習体験 を重ね ることが,児 童一

人一人の自信 となり,そ のことが,更 に実践す ることにっながるよ うにす る。

● よりよい食生活への実践力を身に付 けられ るよう,児 童が家庭でや りたい時に実践で きる

場が与 え られた り,温 かな家族のふれあいの場が もてるよ う,家 庭との連携を図 りたい。
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2.指 導計画

(D指 導計画作成上の基本的な考え方

児童が内発的な学習意欲を喚起 し,系 統的に無理な く,知 識や技能の習得が進め られ るよ

うに,基 礎的な ものか ら応用的な ものへと次第に発展す るように配慮 した。 また,実 践的 ・

体験的な活動を通 して学習課題の解決を図 るように した。更 に,評 価の工夫を図 り,児 童が

主体的に学習するように考慮 し,日 常生活への実践力を培いたいと考えた。

各学年の指導計画作成上の留意点 は次の通 りであ る。

〈第5学 年 〉

○ 児童一人一人が学習への関心を もち,自 発的に課題を見付け,学 習意欲を高めるように,

実験 ・実習などを通 した実践的 ・体験的な学習を工夫 し,配 列す る。

○ 基礎的 ・基本的な技能や知識の定着を図 るために,児 童が創意工夫できる,主 体的な学

習の場を多 く設定する。

〈第6学 年 〉

○ 各題材 ともに,児 童が意欲的に課題を見付 け,主 体的に調査 ・研究を して,計 画的に学

習活動を進あるよ うに工夫 し,配 列す る。

○ よりよい食生活に向けての学習が,児 童 に分か りやす く,ま た,児 童が意欲的に学習に

取 り組めるように,系 統化を図 り,発 展化へと促すようにする。

食 物 領 域 の 指 導 計 画

1

第5学 年 第6学 年

題 材 小 口 材 時 数 題 材 小 題 材 時 数

一

学

期

家族と仲良 く
しよう

①イチゴジャムを作ろう

②手作 りおやつでおいし
いお茶をのもう

1

2 3

一

学

期

ポテ トサラダ
を作ろう

①じやがいも博士にな
ろう

轟寧鵬 嶽 裏
る魚や肉の加工品に
ついて考えよう
(1!2事 例1)Φポ

テトサラダを作ろ
う

2
2

2

3

9

か らだと食物 ①なぜ食べるの

②じやがい1懇 職
う③ゆ
で卵を作ろう

@卵 と牛乳の話

穐 話㌶ま攣て

1

1

2
2
2

8

二

学

期

こんだてを立
てて食事を作
ろう

①ごはんとみそしる作

②留 麓 駿 歪翫

③鋭 甚てを作ろう

雑 農 鰐 ～2)
⑤白発の食生活を考えよう

2

3
2

4

2

12二

学

期

野菜を食べよ
う 撒 難 ζ1
舞藝襲撫 ア
⑤野菜の油いため作り

Z
2
2

2
2

10

三

学

期

楽しいOOパ
ーティを開こ

う

①楽しい食事の会を考
えよう②楽
しいOOパ ーティ
を計両しよう
⑮楽しいOOパ ーティ

1

2

4

..
r三

学
期

おやつを作ろ
う

①お好み焼きを作ろう

馨
お好み競き作り
おやつについて
実践発表会をしよう

1
2
i
1

5

時 聞 数 合 計 2B 時 聞 数 合 計 2a
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3指 導事例

第5学 年

E1)題 材名 からだと食物(8時 間)

(2)題 材設定の理 由

初めての家庭科学習にどの児童 も目を輝かせ,意 欲的に臨んでいる。特に調理ができると

い うことをとて も楽 しみに している。そうした気持 ちを大切に しなが ら,食 物 と体の関係 に

っいての認識を深め,児 童が漠然 と食べている食事を見直す態度を育てたい。

この題材では,食 品に含まれている栄養素の種類やその働 きが分かり,健 康な体を作 り元

気に生活するためには,食 物か ら栄養をとることが基本であることを理解する。更に,成 長

期であ る児童が,自 分自身の健康を考え,栄 養のバラ ンスがとれた食事を進んで とるように

努めるなどの実践的態度が育っ ことをね らいとす る。 「食物」領域の初めに 「体の成長 と食

物」につ いて総合的な学習を行い,そ の後,食 べた り,作 ったりす る活動の中で関連す る栄

養について,各 々の内容の理解を深めていくように題材を配列 した。

指導に当たっては,身 近な食品を取 り上げ,な るべ く児童が活動できる場を設けて,児 童

一人一人が食物と栄養にっいて意欲的な学習ができるように配慮 した。

(3)指 導 目標

① 毎 日の食事を見直 し,体 に必要な栄養素にっ いて関心を もち,進 んで食物か ら摂取 し

ようと した り,栄 養のバランスを考え,い ろいろな食品を組み合わせてとろうとす る。

② 卵 や牛乳の栄養的特徴を知 り,意 欲的に自分の食生活に取 り入れようとす る。

③ 卵料理に関心を もち,進 んで卵をゆでた り,フ ライパ ンを使 った卵料理を工夫する。

④ 簡単な卵料理を作 ることができる。

⑤ 体に必要な栄養素には,5大 栄養素をはじめ多 くの種類があることを知 り,こ れ らが

健康の保持や成長に役立 っていることを理解す る。

(4)指 導計画

① なぜ食べ るの1時 間(事 例1)

② じゃがい もを食べよ う1時 間

③ ゆで卵を作ろ う2時 間

④ 卵 と牛乳の話2時 間

⑤ フライパ ンを使 って卵を調理 しよ う2時 間

9



事例1「 なぜ食べ るの」

ア.本 時の目標

○食物 と体の関係に気付 き,進 んで食事か ら体 に必要な栄養を とろ うとする。

イ.本 時の展開 ※評価の観 点については,次 のような表示をする。

〔関心 ・意欲 ・態度→(意)創 意工夫→(創)技 能→(技)知 識 ・理解→(知)〕

指導内容}学 習 活 動 指導上の留意点 評価の観点 資 料 等

健康と食事

食物とその

働 き

l

l
l
l
l

・食べた ものを

進んで学習 カ

ー ドに記入 し

たか。

(意)

・食べた朝食に

関心を もち,

体の中での様

子を調べるこ

点滴

朝食のサ ン

プル

学習カー ド

絵本

オーバーヘ

ツドプロジ

ェクター
C

どうしておなかがす くのかな

・朝食で食べた もの

を学習カー ドに書

く。

・点滴 と朝食を比較 さ

せ,食 事が健康に生

きるための基本にな

1る ことが 分 か る・

1自分の朝食の旅をたどってみようi」1

[

・食物の消化 ・吸収

のおよその経路を

調べる。

・食物 は,体 の中でい

ろいろな働 きを して

いることに気付 くよ

うにす る。
1

食物 と体の

関係 ・体の大 きさの推移

を知る。

食物 と体の成長について考えよ う

1'朝 食で食べた食品
を カー ドか ら選 び

出 し,ポ リエチ レ

ン袋 に詰め る。

1ま とめ

・赤 ちゃんと5年 生の

等身大を比較 し,着

実に成長 しているこ

とや食物が成長に大

きくかかわっている

ことに気付 くように

す る。

分か ったことをまとめよう

・分か った ことを ま ・次 時 は ,食 品の 各 々

とがで きたか。赤ちゃん ・

(意)(知)5年 生の等

・食品カー ドを 身大模型

選べたか。 哺乳びんの

(知)}入 った黄金

1
・進んで作業が1の 袋

できたか。 食品カー ド

(意)の 入 った袋

・健康を考えて ポ リエチ レ

食事をとろう ン袋
ヨ

i

,

ー

1とめ
,発 表す る。 の栄養と働きを学習 と して い るか。

i
す ることを知 らせる。 (意)・

L {

ウ 本時の評価

○健康に生 きるために,進 んで体に必要な栄養を食事か らとろうとしているか。
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エ.本 時の考察

初めて学習す る食物 と栄養について児童一人一人が関心を もち,学 習に取 り組むために具体

的な資料を提示 した り,児 童が活動する場を設けた。本時の考察は次の通 りである。

① 導入で実物の 「点滴1を 取 り上げ,児 童 自身が食べ た朝食と比較 して考えた。 「元気 に

生活するために食事は大切だ。」とい う声 も聞かれ,健 康 に生 きることと食べ ることが密

接なっなが りを もつ ことを理解する上で とて も効果的であった。

② 自分の食生活を見直すために食品カー ドを使 ってみた。自分が食べた朝食を思い出 し,

その朝食の材料であ る食品をカー ドか ら選んでポリエチ レン袋に詰めた。 その作業を通 し

て 「意外 にいっぱい食べて いる。」と気付いたり,食 べた物がどんな食品だったのか考え

ることがで き,食 物 と栄養についての学習の意欲を高めるのに役立 った。

③ 意欲を もって学習できたか評価す るために,顔 マー クを使 い児童一人一人が授業後 自

己評価を行 った。授業の中で具体的な資料に触れた り,食 品カー ドの作業などで楽 しい学

習展開がで きたので,ほ とんどの児童がニ コニコ顔マークに丸をっけることができた。

資料1食 品カー ド

資料3授 業の様子
(点滴を見ている)

資料2学 習カー ド

毛U毛J≪.カ_トNO.1

資料4
(食 品カー ドを選んでいる)
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(D題 材名 「野菜を食べよう」(10時 間)

(2}題 材設定の理由

児童は調理に対する興味や期待は大 きいが,実 態をみ ると,野 菜を洗 った り,切 った り,

加熱 したりなど,調 理の経験を もたない児童や野菜が嫌いな児童 も多 く見 られ る。また,毎

日食べているにもかかわ らず,そ の食べ方には偏 りがあ った り,な ぜ食べ るのかというとこ

ろまでは理解されていない。そ こで 「野菜を食べ よう」を通 して,体 にとって よい食べ方や

調理方法を工夫 してみる。いろいろな野菜を食べて健康的な生活を送 ろうとす る。更に,安

全で衛生的な調理用具の扱い方 と基礎的な調理技能を習得 して いく。 また,野 菜の調理は,

学習 したことを創意工夫 して,家 庭生活の中で生かす ことのできる題材で もあると考え,本

題材を設定 した。

ここでは,野 菜サラダ作 りをす る前 に,野 菜を生のままで食べたり,野 菜の油いため作 り

をする前に,キ ャベツをいためた りして,児 童が進んで学習に取 り組めるようにす ると同時

に,系 統的に内容を深めてい くよ うに題材を配列 した。

指導にあた っては,児 童一人一人が活動で きる場や体験で きる場を多 くす ることによって

学習意欲を喚起するよ うに した。

(3)指 導 目標

① 日常の食事に関心を もち,進 んで野菜をとろうとす る。

② 家族の食生活をよりよ くす るために,野 菜の とり方や調理方法を工夫 し,実 践 しよ う

とす る態度を身に付ける。

③ 野菜サラダ,野 菜の油いために必要な野菜の選 び方,洗 い方,切 り方,加 熱の仕方,

味のっけ方,盛 りっけ方 などを理解 し,進 んで野菜の調理 を工夫す る。

④ 調理に必要な用具の扱 い方が分か り,安 全で衛生的 に扱 うことがで きる。

⑤ 野菜の栄養的特徴や調理上の特質を知 り,野 菜 における基礎的知識 を理解す る。

(4}指 導計画

① 生野菜を食べよう2時 間(事 例2)

② 野菜サラダを作ろう2時 間

③ 野菜サラダ作 り2時 間

④ 野菜の油いためを作ろ う2時 間(事 例3)

⑤ 野菜の油いため作 り2時 間
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事例2「 生野菜を食べ よう」

ア.本 時の目標

○野菜の働きがわか り,進 んで野菜を取 り入れよ うとす る。

○新鮮な野菜を食べることは体にとってよい ことが分かる。

イ.本 時の展開

指導内容 学 習 活 動 指導上の留意点 評価の観点 資 料 等

いろいろな 家ではどんな野菜を食べているのだろう ・日常の生活の 調査表

野菜 ・家で調べてきた も ・いろいろな野菜を と 中で関心をも 絵 カー ド

のを発表す る。 っていることに気付 って調 べ たか。

くよ うにす る。 (意)

・進んで発表で

生で野菜を食べよう きたか 。(意)

・き ゅ う り
,キ ャベ ・味 ,歯 ごたえ,香 り ・生の野菜につ パ ワー袋

ツを食べてみる。 などを味わ う。 いて関心がも 生野菜

野菜の成分 食べた野菜にはどんな栄養が含まれてい て たか。

と働 き るのだろ う (意)

・試験紙で調べてみ ・切 りたての新鮮な状 ・野菜には ビタ 試験紙

る 。 態でで きるよ うに配 ミンCが 多い 生野菜

・結果を学習カー ド 慮する。 ことが分か っ 学習カー ド

に書 く。 た か。

野菜のはた らきについて考えよ う (知)

・野菜を食べるとな ・野菜を とる大切 さに ・ビタ ミンCの お話

ぜ体によいのか考 気付 くよ うに し,実 働 きが分か っ 絵

え る。 践への意欲づけをす たか。(知)

まとあ ・学 習 カ ー ドに まと
る 。

・進んで野菜を 学習カー ド

め,発 表 す る。 取り入れよう

次時の予告 ・次時の学習に必要 と したか。

な ものを確認す る。 (意)

ウ 本時の評価

○新鮮な野菜を食べ ることは体にとってよいことが分か り,進 んで取 り入れようとしたか。
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エ,本 時の考察

「生野菜を食べ よう」の授業で は,児 童の学習意欲を高め るために,今 まで行 って きた理論

的な指導による導入法ではな く,「 体験 してみる」ということか ら導入 してみた。

① 野菜の学習をする児童の意識 を高めるために,新 鮮 な野菜を生で食べ ることと した。何

もつけずに食べ ることにより 「キ ュベツって甘 いんだ。」 「シャ リシャリ,パ リパ リして

おい しい。」 「新 しいとす ごく水 っぽい。」など,野 菜の水分や甘 さ,歯 ざわ り,香 りと

いったものに,改 めて驚 く姿がみ られた。また,感 想を積極的に発表す るなど,興 味 ・関

心を高めることがで きた。

これ らの体験は,次 の野菜の成分や栄養的特徴,新 鮮な野菜の選び方へ と発展 してい く

ことができ,学 習意欲を高めるのに効果的であった。

② 教材 ・教具の工夫 としては,青 く染めたろ紙 を 「ビック リペーパー」と名付け,ビ タ ミ

ンCの 検出を した。 自分が食べ た野菜の中にビタ ミンCの 存在を発見 し,目 を輝かせなが

ら主体的に実験す ることがで きた。更に,「 他の野菜で も調べてみたい。」 という意欲的

な声 も聞かれた。

また,「 パ ワー袋」を使用す ることにより,興 味 ・関心が高まった。今後 も,工 夫を重

ねなが ら,よ り効果的な活用を考えていきたい。

③ 評価の工夫では,児 童が楽 しく生 き生 きと学習す るために,学 習の過程で出て きた児童

の声やっぶやきを大事に取 り上 げるようにした。また,学 習カー ドでは,児 童自身が学習

について自己評価するよ うに した。 このことは,学 習の観点を明確にす るとともに,自 分

のよさや可能性に気付 くことがで きた。更に,評 価の場や方法にっいては検討 を深 めてい

く必要がある。

資料1授 業の様子(野 菜を食べている)資 料2授 業の様子(野 菜を食べている)

讃雪

蝿
翻
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資料3授 業の様子(試 験紙で調べている5資 料4授 業の様子(試 験紙で調べている)

資料5授 業の様子(パ ワー袋を見せている)

資料6学 習カー ド
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事例3「 野菜の油いためを作 ろう」

(題材名,題 材設定の理 由,指 導 目標,指 導計画については,事 例2と 同 じ。)

ア.本 時の目標

○油 いために入れる野菜を選ぶ ことがで きる。

○進んで班の人 と協力 して,実 習計画を立てることがで きる。

イ.本 時の展開

指導内容 学 習 活 動 指導上の留意点 評価の観点 資 料 等

本時の課題 野菜いための実習計画を立てよう ・課題 にっ いて 野菜いため

・課題 を知 る。 関心がもてた の手順絵力

どんな野菜いためを作りたいか1 か 。(意) 一 ド

・自分の作 りたい野 ・前時の学習を生かせ ・進んで発表で 学習カー ド

菜いためを発表す るように援助する。 きたか。 実習記録力

る 。 (意) 一 ド(前 時)

野菜を選ぶ 入れる野菜を選ぼう 、

・食品 カ ー ドを使 い ・各自の希望 を生か し ・積極的に班の 食品カー ド

野菜を選ぶ。 野菜を選ぶようにす 人と相談 し, 分量の見本

る 。 野菜が選べた はかり

か。(意)

野菜いたあ おい しく作るのには,ど うした らよいか

の ポ イ ン ト ・班 で相談 して ,実 ・切 り方 や火 かげん
, ・班の人 と協力 パ ワー袋 に

習計画を立て る。 いためる順序が大切 して,実 習計 いたある順

なことに気付 くよ う 画が立てられ 序 の カー ド

にす る。 たか。(知)

まとめ ・班で決めたことを ・友だちの発表を聞 い ・決 め た ことに

発表す る。 て修正の必要があれ ついて進んで

ば修正する。 発表で きたか。

次時の予告 ・次時の学習に必要 ・野菜の分量について (意) 持ち物表示

な ものを確認する。 教師が補 う。

ウ 本時の評価

○油いために入れる野菜を選び,協 力 して実習計画を立てることがで きたか。
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エ.本 時の考察

前時に2人 組で 「キ ャベツいため」の実習を体験 した ことで,児 童の学習意欲は高まり,更

にその体験を生か し,主 体的に実習計画が立て られ るよ うに教材 ・教具等を工夫 した。

① 「野菜を選ぼ う」では,「 食品カー ド」を用いたが,新 しい野菜を書 き加えたり,班 の

人 と好みや色どりなどの意見を出 し合った りしなが ら,意 欲的に選ぶ ことがで きた。

実態調査では,に ん じんが嫌いな児童が多かったが,「 生野菜を食べ よう」の学習を通

してカロチンの大切さが分か り,積 極的に選ぶ児童の姿がみ られた。

② 野菜の切 り方は,「 野菜サラダ作 り」で学習 しているので,資 料を参考 に主体的に決あ

ることがで きた。

いためる順序にっいては,「 キャベ ツいため」の実習を もとに班で相談 したが,本 時の

中で は結論を出さず,実 習までに各 自が考え,実 習の中で確かめることに した。

③ 「キ ャベツいため」での学習を生か して実習計画を立てたが,自 分で作 った ものはどの

児童 も 「おい しか った。」 と言い,こ げていて も気持 ちの上では失敗 ととらえていない。

その児童の思いに共感 した うえで,児 童が互 いに高めあっていけるよ うな評価の場や方法

を これからも検討 していきたい。

資料1学 習カー ド 資料2授 業の様子(野 菜を選んでいる)
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第6学 年

(1)題 材名 ポテ トサラダを作ろう(9時 間)

(2)題 材設定の理 由

児童は,5年 生での学習の成果 として,栄 養素の種類やその働 きを理解 し,調 理実習に意

欲的に取 り組んでいる。 しか し,そ れが 日常の家庭生活に生かされているかは疑問である。

その一因 としては,知 識として理解で きていて も,実 生活において,自 分で考え実践する機

会が少 ないことがあげ られる。その中で,日 常,頻 繁 に利用されている じゃが いもと魚や肉

の加工品を取 り上げ,簡 単な調理を習得することを通 して,自 ら考え工夫 し,進 んで学習に

取 り組み,実 践す る児童の育成を 目指 した。そこで,「 ポテ トサラダを作 ろう」という具体

的な題材を設定 した。

ポテ トサラダに着 目 したのは,第 一 に,こ ふ きい もが基本 になっていることにあ る。 じゃ

がいもの皮むきやこふきい も作 りという,基 礎的技能の習熟 を図るのに適切である。第二に,

たんぱ く質源 として用いるのに,魚 や肉の加工品が,便 利であ る。第三に,こ ふ きいも作 り

を応用 してポテ トサラダを作ることで,学 校 における実践の場 を増 やす ことである。

以上のことか ら,ポ テ トサラダ作 りは,児 童の 「作 りたい」 「工夫 したい」 とする意欲を

高めるのに効果的であると考えた。

指導に当た っては,「 調べ学習」や グループの話 し合い学習を数多 く取 り入れ,児 童の学

習意欲を高め るように努めた。

(3)指 導 目標

① じゃがいも料理を工夫 して作 ることを通 して,進 んで実践 しようとす る意欲を もっ。

② 加工品や食品添加物に関心を もち,安 全性 に注意 して食品を選ぼ うとする。

③ 用具や器具を安全に使い,調 理の手順を考え,仕 事を計画的に進めることがで きるよ

うにする。

④ じゃがい もと魚や肉の加工品について,栄 養的な特徴や選 び方が分かる。

(4)指 導計画

① じゃがい も博士になろう2時 間

② こふ きい もを作ろう2時 間

③ ポテ トサラダに入れる魚や肉の加工品について考えよ う……2時 間(事 例1)

④ ポテ トサラダを作ろ う3時 間
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事例1「 ポテ トサラダに入れる魚ぜ肉の加工品について考えよう」

ア.本 時の目標

○魚や肉の加工品の特徴や栄養的な特質が分かり,進 んで安全性に注意 して加工品を選ぶ

ことがで きる。

○進んで調べ たり}話 し合 ったりしたことを生活に役立てることができる。

イ.本 時の展開

指導内容 学 習 活 動 指導上の留意点 評価の観点 資 料 等1

加工 品 の

種 類

加 工 品 の

長 所 と

問 題 点

加 工 品 の

選 び 方

・積極的に発表

で きたか。

(意)

・進んで話 し合

いに参加 したか。

(意)

・長所や問題点

が,わ か ったか。

(知)

・安全 に注意 し

て選ぼ うと して

各 自の調査

用紙

座席チ ェッ

ク表

学習カー ド

かんづめ

品質表示の

一

魚 や肉を使 った加工品には,ど んな もの

があるか,調 べた ことを発表 しよう。

・調べた ことを発表

す る。

1・ 家庭との連絡を密に

し,協 力をお願い し

てお く。

加工品を使 うのは,な ぜだろう。

・身近な経験を基に

考え,発 表する。

・問題点に注 目しやす

いが,長 所をとらえ

るよ うにす る。

選ぶのに気をっけることは,何 だろう。

・グル ー プで話 し合 ・家庭で調べて きたこ

って発 表す る。

ま と め ・学 習 カー ドに ま と

め る。

とを基に して,話 を

進める。

・具体的に明示 し,実

践を促す。

・実践への意欲づ けを

する。

いるか。(意)包 装

・選び方がわか

ったか。(知)

・材料選びへの

意欲が もてたか。学習カー ド

(意)

ウ 本時の評価

○魚や肉の加工品の栄養,特 徴,選 び方を考え,進 んで実践 していこうとす る意欲が もて

たか。
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エ.本 時の考察

児童一人一人の意欲を高めるための動機付けとして,「 調べ学習」を導入 した。事前 に調べ

ることによ って興味や関心を喚起 し,意 欲的な取 り組みを啓発することをね らった。本時の考

察 は,次 の通 りである。

① 「ポテ トサラダを作 ろう」 とい う題材名は,児 童の意欲を もたせるのに効果的であ った。

身近で具体的なイメー ジを もって学習に取 り組めた。加工品の選 び方の学習は,切 実感が

あ り,自 ら学ぶ意欲が高め られた。かんづめ等を利用 した品質表示の学 習は,具 体物を通

す ことにより,生 活に密着 した学習 とな り,児 童の 目が輝いた。進んで実践 しようとす る

意欲を育てるには,児 童が努力すれば手が届 く範囲での,身 近な題材の設定や指導法の工

夫が,大 切 な前提になると考える。今回,じ ゃがい もを使 って二度の調理実習を行ったよ

うに,学 校での実践の場を増やす ことが,意 欲を高めるのに効果があ った。

② 事前に各家庭 に対 し,児 童の 「調べ学習」への協力を依頼 してか ら取 り組んだ。家庭で

の話 し合 いがなされ,そ の結果,児 童の 「調べ学習」が,充 実 した ものにな った。 また,

調べて きた ことに自信 を もって発表す る姿が見 られ,効 果があった。家庭 との連携の必要

性を強 く認識 した。

③ 学習カー ドの活用を通 し,評 価の工夫に取 り組んだ。自己評価の項 目を設け,自 己の学

習 に対す る評価を実施 したところ,本 時の反省を基に した次時への意欲づ けを行 うことが

できた。 また個々の学習活動を把握することができ,児 童の意欲を高め,励 みとなるよう

な評価や言葉かけができたことは,大 きな成果 と考える。

資料1.授 業の様子

(加工品について調べている)

資料2.学 習 カー ド

～+y「 例,r'台 、1主 のq遣 は

品 賃 表 岸＼ トて でゐ、りことh¥ら1た

名亀()
魎
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(1}題 材名 こんだてを立てて,食 事を作 ろう(12時 間)

② 題材設定の理由

児童は,こ れまでに,体 に必要な栄養をとるためには,食 品を組み合わせて とる必要がある

ことを学んで きた。 しか し,実 態をみ ると,食 べ物の好 き嫌いは多 く,栄 養 のバ ランスの大切

さは知識 として分か ってはいて も,嫌 いな食べ物を残 して しまうな ど,偏 った食べ方を してお

り,実 践には結 び付 きに くい。 また,既 習の調理については,か な りの児童 に家庭 での実践が

みられ,興 味 ・関心が感 じられるが,こ んだて作 りや栄養を考えた一食分の食事作 りの経験 は,

ほとん どない。そ こで,既 習の調理 を応用 して食事作 りをす ることにより,こ んだてについて

の関心や意欲を高あたいと考えた。

この題材では,食 事の基本 となる,「 ごはん とみそ しる作 り」を通 して,基 礎的技能を身に

付け次に既習の調理を応用 して,栄 養のバランスを考えた一食分の こんだてを立て,作 ること

ができるようにす る。 「ごはん とみそ しる作 り」を繰 り返 し実習す ることで,実 践への自信 に

っなげたい。そ して,こ れか らの食生活に積極的に生か し,自 分の食事のあ り方を見直す態度

や,偏 りのない食事を しようとす る実践力を育てていきたい。

指導に当たっては,「 調べ学習」や,栄 養士 との 「ティームテ ィ0チ ング」を取 り入れるこ

とによって,児 童の学習意欲を喚起す るように した。

(3)指 導 目標

① 自分の食生活の実態に関心 をもち,望 ま しい食生活のあり方を理解 し,積 極的に実践 し

ようとする。

② よりよい食生活をす るために,こ んだての必要性や条件 を自分の食生活の中か ら調べ,

栄養のバ ランスを考えた一食分のこんだてを工夫 して立て,作 ることができる。

③ ごはんとみそ しるや一食分の食事の実習計画を立て,実 習を行い1盛 ゆ付け ・配膳 ・正

しい食事のマナーを身 に付けることができる。

④ 米やみその栄養や食品 としての特徴をすすんで調べ,理 解す る。

(4)指 導計画

① ごはんとみそ しる作 りの名人になろう2時 間

② ごはん とみそ しるを作ろう3時 間

③ こんだてを作 ろう2時 間(事 例2)

④ 昼食を作ろ う4時 間

⑤ 自分の食生活を考えよう1時 間
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事例2

ア.本 時の目標

○ こんだてについて関心を もち,進 んでよりよいこんだてを立てようとす る。

○ こんだての条件や立て方について,理 解す る。

イ.本 時の展開

指導内容 学 習 活 動 指導上の留意点 評価の観点 資 料 な ど

こんだて
の条 件

こん だて 作 りで気 を付 け る ことを
発表 しよ う

・進 ん で 発 表 で

き た か 。 纂畷 の
(意) 吹 き出 し'蓼籠 饒 裏手 '絶 署ま弩讐

る 。 る 。

紙 しば いを 見て,考 え よ う 1 ・既 習の知 識か 紙 しば い
・0子 さん の用 意 ・食 べ た い もの だ 叛鞘蜷 テ ー プ

学 習 カ ー ド

糠義鉾
け では,栄 養が
偏 って しまう こと
に気 付 くよ う

とが で きた か 。

(知)

に す る。

今 日の給 食 の こん だて を栄養 診断し
てみ よ う

'替 極 的 に作業
て い るか 。 餐離 駆 ド
(意)'難 翻 霧驚

。
'緯集霧あ鷲5

ス が よ い こ と に

・六 っの 食品群

筆饗 墓鴛 。
気 付 くよ うにす (知)
る 。

こんだて
の立壬変 籍 蓑 齪 ξ・こんだてについ

栄養 士 さん の
吹 き出 し

・話 を 聞 き ,確 か
な もの に す る 。

'議 載 留 の

まとめ こんだ ての 条件 や立て 方 につ いて
ま とめ よ う

・こん だての条

件 や立 て方が
わ か った か 。

嵯 黎 一ドにま
(知) 紙 しば い

テ ープ
・グ ル ー プ で ま と

め,発 表 す る 。

次時の予告 '
L矯 朧 調

・次 時の導 入 を し

て お く
調理の写真等

して,こ ん だ て
を立 て ることを
知 る。

ウ,本 時の評価

○ こんだてについて理解 し,よ いこんだてを立てようとす る意欲が もてたか。
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エ.本 時の考察

児童の学習意欲を高めるためにrr調 べ学習」を取 り入れた り,興 味 ・関心が深 まるよ うに

栄養士との 「ティームティーチ ング」や紙 しばい,テ ープ等の手立てを考えた。

① 「こんだて作 りで気をっけること」 という 「調べ学習」を進めることにより,児 童一人

一人が学習のめあてを主体的につかみ,進 んで発表 した り,生 き生 きと自信を もって学習

に取 り組むことがで きた。

② 栄養士 との 「テ ィームティーチ ング」は,児 童にとって,こ んだての専門家か ら直接,

生の話を聞 くことのできる良い機会 となり,興 味を もって真剣に話 を聞いていた。 この こ

とから,多 様な学習形態を用いることが,児 童の主体的な学習を援助することにな ると考

え られ る。

また,紙 しばいを活用 した ことにより,児 童は思考を深めることがで き,そ れぞれの考

えを知 ることがで きた。

③ 学習カー ドには,児 童が 自己評価をで きるよう工夫 し,チ ェックリス トによる児童の変

容の観察 も行 った。

児童が書いた吹き出 しには,「 ひとりで買い物で きて,え らいね。」というような思 い

や りの言葉や,「 虫歯になって しまう。」というような保健衛生上の言葉な どもあった。

児童のいろいろな考えを取 り上げ,よ さを認めた り,生 か していけるような評価の しかた

を これか らも考えてい く必要 があ る。

資料1学 習カー ド

錘 　 一 資料2授 業の様子(栄 養士さんの話を聞く)
瓢 養 ん1で 齢 凸W・ てF輪 とき と>F

ミセr一気 ～,しツ「マ、・ゐρ㌔で し`う,、

`懸 が か 儲 弥 ・よりに%

.
。30品 口乏食べろよう匹くして``雪しい ,

紛食てK2。3囲 毛♪・#tている.
o憾 添 力吻 加 匂 史りよう毒てづろ

.

噂 節 φ勧 叡 才(ろ.

こんドてさ作般 ⇒ド気Pヴ が と 薇
懸 がかt`よ らず に.バ ラン入よくいろ

んな砂 ひ訳る・挙算の働 ヤ.野莱 兎存建ん

1寂リ入れるようにイる

珊 副幕ミん歓 琳 る醤 毎,げ ゐ1C
らっ曜・リ3し寸=や、(oτ ・,陸」卜訓」タう)
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lV研 究 の ま と め と今 後 の 課 題

「よりよい家庭生活を目指 して 自ら考え実践す る児童の育成」を目指 し,児 童の現状や研究

主題にかかわる社会の状況などを把握 した。その結果,自 ら考え実践す る児童の育成には,児

童の心をゆ さぶ るような意欲づけが大切であると考え,3つ の手立てか ら研究 を進あた。

1.研 究のまとめ

(1)指 導計画 と教材 ・教具の工夫 につ いて

指導計画の作成に当たっては,児 童の内発的な意欲を喚起す るために,実 践的 ・体験的活

動を通 して学 習課題に取 り組めるように配慮 した。特に題材の導入部分に第5学 年では 「実

習の体験」をおき,第6学 年では 「調べ学習」をおいた。その結果,児 童 は進んで学習課題

を見付け,主 体的に学習を行い,「 もっとや ってみたい」 というような意欲を示 した。また,

自作の実習カー ドや教具,あ るいは第6学 年での 「ティームティーチ ング」などは児童の集

中力を高め,更 に,課 題についての思考力を深めることにも効果があった。

(2)実 践の場 の設定の工夫にっいて

児童が意欲的に学習に取 り組むために,実 践的 ・体験的活動の場を系統的 ・発展的に設定

した。児童 は,実 習を体験することによって 「今度は,も っとおいしいものを作 りたい」と

目を輝か し,家 庭での実践力 も高まった。 また,「 調べ学習」では各家庭 に協力を依頼 して

取 り組んだ。 その結果,児 童一人一人が学習のめあてを もち,進 んで課題解決 を行 った。

「調べ学習」の発表では,生 き生 きと自信を もってでき,充 実 した 「調べ学習」とな った。

f31評 価の工夫 について

児童が楽 しく意欲的に学習ができるように,題 材 ごとの評価計画を作成 し,あ わせて評価

方法にっいて も工夫 した。 また,児 童の声やつぶやきを大事 に取 り上げ,学 習カー ドで児童

自身が学習について 自己評価す るようにした。それ らの評価を通 して,学 習の観点を明 らか

にす ることがで き,児 童一人一人の学習活動 にっいて も把握で きた。 また,児 童の思いに共

感す ることで次の学習への意欲づけや励みに もなり,家 庭での実践力が高 まった。

2.今 後の課題

○児童が主体的に学習で きる教材 ・教具の工夫

○課題を深 く考えるための効果的な実践の場の設定の工夫

○児童が互いに高めあっていけるような評価の工夫

以上のようなことが課題 として残 ったが,今 後 も更に,児 童 自らが学ぼ うとす る意欲を大

切 にしなが ら研究 を深あていきたい。
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